
☆英文の基礎知識

また、旧 暦(太陰太陽暦)では月が新

月になる日を1日と定め、8月には、そ

れから15日日の月を「中秋の名月」とし

ています。

上に書いた新月から満月になるまでの

日数が一定でないことや、新月になる時刻

が1日のうちまちまちであるなどの関係で、

「中秋の名月」と言われる旧暦8月15日の月

が完全な満月でなく、「満月」が「名月」

の日より1日か2日遅れた年が昨年まで

7年続いていました。

しかし、今年はそれがほぼと毒して、晴れ

れば「名月」と言われる日(ふつうの暦の

9月21日)には右の図のようなきれいな

満月を見ることができるでしょう。

今年は満月が「中秋の名月」に

地球が太陽の周りを、また、月が地球の周りを円ではなく少し細長い楕円形の軌道を通りなが

ら回っているために、スピードが少し変化します。そのことが主な原因で、月が1回満ち欠けす

るのにかかる日数は、 1年間を平均すると約29.53日ですが、もう少し長くかかったり短い場合が

あるので、」臆月が全部欠けた新月から満月になるまでの日数も一定ではありません。
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☆35年ぶりに、東英小で『星を見る会』

7月17日(土)の夜、東英小学校で「星を見る会」

が行なわれました。記録を調べてみると、東英小学

校での開催は、昭和61年に市教委が開催した移動

星空観望会いらい、なんと35年ぶりでした。

はじめ西の空ひくく金星が見えていたのに、急に

雲が広がってきて心配されましたが、すぐにまた晴

れわたり、半月(上弦の月)の欠けぎわにクレーター

(あなぽこ)がたくさん見えて、天体望遠鏡で初めて

見た親子が「わ-すご」い!」と感動していました。

ここは市内の小学校で一番星空がきれいな場所。

月明かりに照らされた山あいに、夏の大三角や北斗

七三整えどがとてもきれいに見えていました。子ども

たちに人気の「ちゅうせん会」では、本物のいん石

などの天文グッズがいっぱい当たりました。とちゅ

うに国際宇宙ステーションも観察できるなど、忘れ

られない宇宙との出会いのひと時になったようです。

この日の参加者は、幼児3人。小学生且7人。大人

1了人の合計37人でした。学校の先生方にはたいへ

んお世話になりありがとうございました。

月面のクレーターが見えすぎてビックリ(13c皿望遠鏡)

今回ももり上がったちゅうせん会。何が当たったのかな?


